第22回　施設処遇検討会議　議事録

H19.9.10　13:30～15:00

青山荘地域交流室

　　　　　　　　　出席者：長谷部A.O.M・小坂・佐々木・山田・三浦

馬渡・山口・外山（実習生）

（欠席者：千葉C.E.O・秋山S.G.M・清水S.G.M・下平）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　 記　録：山口

議題

１：小野寺　ノリ様（青風荘入所者様）の処遇について

２：繁名　和恵様（青山荘入所者様）の処遇について

３：種本　サハ様（青明舎利用者様）の処遇について

１．小野寺　ノリ様（青風荘入所者様）の処遇について
病名：統合失調症　　　　合併症：高脂血症

1 健忘が著明となってきている。

2 健忘と身体的機能の低下に伴い、生活全般にわたってADLの低下が著明にみられる。

3 保清面（健忘が著明なため、歯磨き、入浴準備、自室掃除ができない）

<問題点>

<介入方法>

①・主治医へ定期的に現状を報告する。

　・カレンダーの日付を確認する他、本人の好きな活動を提供する等、余暇の趣味活動を拡大する。

　・名前を付けて置き場所を定着させ、本人と確認する。

　・方向が分からなくなっていることから、移動時や本人の行動に十分配慮する。

②・事前に日課の確認をし、手順を促しながら一緒に行う。

　・出来ることは行ってもらい、１人で行う事が難しい場合には促し・介助する。

　・その都度声かけして、今何をし、何をしなければならないか本人が分かるように説明する。

　・健康プログラムや余暇を通して、体操をしたり散歩を兼ねて買い物へ誘ったり、手芸で手指を使うなど、楽しみながら身体能力の低下を防ぎ、体重増加を防止する。

③・毎食後、歯磨きの声掛け、見守りを行う。

　・入浴時は、着替えの準備の声掛けをし、出来ていない場合にはスタッフと一緒に行う。その際に、衣類の確認をし、汚れている場合には洗濯を促す。

　・自室の掃除に関しては定期的に声かけし、スタッフと一緒に行う。

＜評価＞

　ADLへの働きかけだけではなく、QOLへの働きかけも必要。日中はデイナイトケアに通所しており、要介護対象者へのプログラムは行っているというものの、効果は定かではないため、プログラムが本人のためになっているのか、検討する必要がある。また日中活動の場をデイナイトケアから高齢者向けデイケアに変更することも考える必要がある。

２：繁名　和恵様（青山荘入所者様）の処遇について

　　病名：統合失調症　　　　　　　合併症：

＜問題点＞

1 デイケア通所時間を守ることが出来ない。

　＜介入方法＞

　　・通所時間を本人と確認し、通所時間を守るという意識付けを図る。

　　・通所までのタイムスケジュールを作成し、時間を見ながら準備・通所できるよう取り組む。

　　・不調を理由に通所時間を守れない場合の対処方法を再度確認する。

　　・職員からの通所促しがストレスにならないよう、不調の訴えがある場合は体調の確認を行いながら出来る活動を促す。また、不調時でも通所できた時には評価し、自信につなげる。

　　・デイケアとの情報交換を随時行い、デイケアでの取り組みや問題点を把握し、情報共有をすることで統一した介入を行う。

＜評価＞

　　　現在の問題点を解決できた後は、食事面は退所先を見据えた支援を行っていく。また、最近では入所生活のなかで自分らしさを出しつつあるため、本人を評価し、良い面をのばして動機付けを行う。保護者との交流が希薄なため、家族と接点を持つ機会を多く持たせる。

３：種本　サハ様（青明舎利用者様）の処遇について

病名：統合失調症　　合併症：

　＜問題点＞

　　①・GHでのトラブルについて

　　　・金銭のやり取り（デイナイトケア）

　　②体調不良時の対応

　＜介入方法＞

　　①・トラブルが起こらないように、その都度対応を行う。

　　　・トラブルが起きた際には本人の負担も考え、出来るだけトラブルを最小限にするようにこちらから介入していく。

　　②・青明舎の訪問時には個人面談を行い、その都度対応を行っていく。

　　　・部屋の様子や本人の様子等で本人の変化に気付くようにする。

　　　・ＧＨ世話人との情報共有を徹底する。

　＜評価＞

　　　青明舎訪問時の個別面談について、本音を言いやすい環境下で面談を実施しているのか再確認し、話しやすい環境をつくることで入居者間のトラブルを未然に防ぐ。場合によってはGHではなく、デイナイトケア利用中に時間を割いて面談することも検討する。

